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素晴らしい天気が続いたGWでしたね。ふうわの会のみなさまも元気に過ごされたでしょうか？ ETCの値下げで遠出された方もいらっしゃるでしょうか？ 夏のつどいに向けて、岐阜のＦさんを中心に準備をがんばっています。今回は、今年春に新1年生になったこども達のメッセージを中心にお届けしたいと思います。

主な活動（１月～４月）
・１月23日・　会報（第１７号）の印刷

・１月26日・　会報（第１７号）の発送作業
・２月22日・　奈良盲ろう者友の会「やまとの輪」設立記念大会臨席　
・３月27日・　全国盲ろう者協会評議委員会出席
・３月27日・　全国盲ろう者協会情報委員会出席

夏の集いについて

　今年８月７日（金）～８月９日（日）の岐阜での集いを企画されている古川さんから、下記のご連絡をいただきました。詳しい案内はまた別途お送りします：
夏のつどいまで、いよいよあと３ヶ月後となりました。
子ども達は、元気で過ごしていますか。昨年の集いの後より少しずつではありますが、準備を進めてきました。Ｍを知る先生、Ｍを知らずにお手伝いくださっている先生も多くいらっしゃいます。あと、岐阜盲ろう者友の会のみなさんと善意あるみなさんにささえられて進めています。
岐阜は、海のない県ですが、大垣は、水の都で名水を活かして生み出される伝統の銘菓や全国シェア８割を誇る木枡など特産品もあります。
俳句松尾芭蕉の「奥の細道」むすびの地、関ヶ原の戦いで石田三成の本拠地となった大垣城など歴史・文化的名所に加え、おいしい大垣のぶらりウォークも楽しめます。
また、家庭用のバーベキューセット持込によるバーベキュー、暑い時はホテル内の　　プールやお風呂「アロマドックセラピ・音楽療法」を楽しみましょう。
新1年生になったこどもたちのメッセージ
今春、新1年生になるお子さんをお持ちの方々からの感想をいただきました：
☆　
Ｓさん（Ｓ．Ｈくんのお母さん）　☆
10年前　初めて保育園に行った日は迎えに行くと泣き出したＨ。
6年前　小学校に入学し、一人の先生を独占するという人生初の体験に嬉しくて仕方がなかったあの日。
2年前　横浜のマンモス校に転校し、朝出掛けようとするとベソをかいていたＨ。
そんな彼が今年は中学生になりました。　学校もかわり、丁寧に関わって下さる先生に少々戸惑い気味ですが、通い始めて1週間、学校に着く頃には笑顔が出るように...　　さあ、これからどんな出逢いが待っているか。親子ともども胸躍らせています。
☆　Ｍ．Ａさん（Ｍ．Ｈくんのお母さん）☆

　　昨年１２月、Ｓ県立Ｏろう学校高等部の生活に終止符を打ち、４月、同県立特別支援学校Ｈ学園（県立盲学校）高等部普通科に１年生として入学しました。どこの学校でも、中学生になると直ぐに「卒業後の進路」を考えなくてはなりませんね。Ｈの卒業後の進路？どうしよう？と困り始めました。高等部に入ると進学か就職かを決め、就職ならば職場実習や現場実習をしなければいけませんでした。高１の時点で考えられる進学先は有りませんでしたので、当然福祉就労を考えましたが、地域の福祉施設で盲ろうを理解して貰えるだろうか？上手くコミュニケーションがとれるだろうか？無理をしないで“在宅”でいいわと思う気持ちもありました。

　そうしている頃、Ｈ本人は現場実習や作業所見学等を通して、裕成なりに何かを思い、「もっと勉強をしたい」という気持ちを口にするようになりました。担任の先生方からも、盲ろうという障害ゆえに、情報入手困難ではあるが、丁寧に情報を入れることにより、それらを知識として蓄積し、自分で物事を考え、判断、選択していく力が大きくなるからと、基礎的な学習を続けさせたいと思ってくださり、親としても、社会に出すとしたら福祉施設、その中で利用メンバーとは上手くコミュニケーションが取れなくても、職員との関わりを楽しんで欲しい、盲ろうであっても、何も知らないのではないのだなと思って貰えるような人間になって欲しいと願いました。そして校長先生にも、　　この三方からの想いを理解して頂き、県教育局から盲学校入学出願の許しを頂くことが出来ました。

　出願の決心から入試、合否発表まで、その時その時の苦悩を乗り越え、４月入学に　　至りました。その際ご尽力頂きました諸先生には感謝いたしております。

初めての盲ろう児受け入れで、盲学校の先生方にはご苦労をお掛けすることになりますが、Ｈは今、ろう学校と盲学校の違いを一つ一つ確認し、それらに順応しようとしているところ、ゆっくり見守って頂きたいなと思っています。クラスの友達や先輩方の中には、指文字を覚え始めたり、指点字で話そうと考えたりする人も居る様です。

これから難しいことが沢山有るでしょうが、３年後の卒業証書授与式を夢見ている　Ｈを応援して行きます。　　　　　　　　

　☆　Ｔ．Ｋさん（Ｔ．Ｙくんのお母さん）☆

　良いお天気にめぐまれて迎えた卒業式

　ブレザーにネクタイで入場してきた息子の姿をみて胸がいっぱいになりました。

　ついこの前生まれたのに、あっという間に12年もたって、今度中学生になるんだね、いろんなことがあったね、と思い出しながら…。親が気づかないうちに成長してるんだなあ。まだまだ赤ちゃんみたいな息子が凛々しく見えて、目頭が熱くなりました。

　不安をかかえながら中学部に入学して、いきなりのトラブルでした。やっと盲ろう　　重複障害児として学校から理解してもらっていると思っていたのに中学部での対応が　今までと違うとわかって、学校とぶつかってしまいました。

　話し合いで何とか今まで通りのやり方でということになりましたが、心配で心配でしかたありませんでした。でも今度の担任の先生が盲学校から赴任してきた先生で、盲　　ろう児教育の専門教師として実力のある先生で、私達親の気持ちを良く理解し、校長にかけあってくれて、私たち親子はすくわれました。

　まだまだ心配はつきませんが、息子が毎日楽しく学校に通えたら良い、ただそれだけです。先生を信じてお互い協力し合い見守っていきたいと思います。

　☆　Ｏ．Ｋさん（Ｏ．Ｋさんのお母さん）☆

新しい生活へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　娘、Ｋは１８年間お世話になったＮ県立ろう学校を３月卒業させていただきました。高等部の入学式は、環境が変わり、混乱して出席することができませんでしたが、卒業式は最後まで出席できましたし、みんなと一緒に写真も撮ることができました。　
その後、お友達と食事会にも参加させて頂きました。この１８年間お世話になりま　　した先生方、同級生の皆さん、そしてお母さん方、ありがとうございました。４月からは、Ｓ県にある入所施設「Ｈ学園」にお世話になっています。ろう学校に通っているとき、小学部三年生から寄宿舎を利用していたこともあり、入所施設をＮ県内で探しましたが、盲ろうの重複障害をもっているとなかなか受け入れてもらえる施設がありませんでした。指導員さんがいないのです。
高等部３年生の夏休み前に、ある施設の方から「Ｈ学園」のことをお聞きし、先生と見学に行かせて頂きました。娘の様子などもわからないので、何回かショートステイを利用していただけたらということでした。二学期　から３回ぐらい利用させて頂きました。そして村の福祉課の方たちも足を運んでくださいました。冬休みに入った頃に入所受け入れをして頂けると返事を貰った時には、うれしかったのと、ほっとした気持ちで一杯でした。その後も本人に慣れて貰うようにと思い、１月、２月、３月とショートステイを利用させて頂きました。Ｎ県からは少し遠いですが、本人にとっては規則正しい生活を送るのにはよかったと思っています。施設内に新しい作業所がもうすぐ出来上がります。家族のものは、「学校に通っているときは週に一回は帰ってきてましたが、寂しいなぁ」と言っています。

慣れるまでは本人もストレスがたまるだろうから、１ヶ月に３～４日ぐらいは家に帰る日を作っていこうと思っています。まだ新しい生活が始まっただけですが、指導員さんたちや利用者の人たちに慣れていってくれたらなぁと思っています。

☆　Ｉさん（Ｉ。Ｙさんのお母さん）☆

埼玉に住んでいるＩ．Ｙです。7歳の男の子です。

盲学校に入学して3週間余り過ぎました。まだ早起きに慣れず、学校に着くころは　　　眠そうでちょっと大変ですが、体調も崩さず元気に通っています。

ろう学校幼稚部の担任だった先生から引き継ぎをして頂き、教室も整えられています。ブランコのサインの小道具や、よく乗って遊んでいた箱車なども一緒に持ってきたので、環境が変わっても安心できるものがあってよかったと思います。

今まで授業ごとに教室を移動する機会が少なかったのですが、今では学校内をよく歩くようになったので、相当疲れているようです。が、授業にも少しずつ慣れていければいいかな、と思っています。

わくわくわーくの成人式　（Ｙ．Ｄくんのお母さん）
わくわくわーくに通って、2年。Ｄも１月で２０歳になり、成人式を迎えることに　　なり、わくわくわーくでお祝いをしていただきました。

1月１０日、メンバーさん、職員、ボランティアさん、それから学校時代の恩師にも　　　来ていただき、総勢３０名ほどで、Ｄの生まれた頃からの写真を用意し、写真を見ながら２０年の成長、想い出話しをさせていただきました。

ビールも用意され、晴れてお酒の味も経験（？？）。

昼食をいただきながらのお祝いの会になりました。

メンバーさんからは、デパートで皆で選んだという赤い素敵なネクタイをいただき、　　さっそくそのネクタイを締めて記念写真も撮りました。
職員さん、ボランティアさんからも、たくさんプレゼントをいただきました。多くの方々に祝っていただき、ほんわか、あったかい会でした。
たくさんの方々に支えられ、Ｄのことを大切に考えていただいていて、本当に嬉しく、感謝、感謝の気持ちでいっぱいになりました。ありがとうございました。

　日ごろからも、職員さん、ボランティアさんはもちろんのこと、メンバーさんにも、毎日「おはよう」の挨拶をしてもらい、今日の調子はどう？とか気にかけてもらって　　います。本当に、素敵な仲間と一緒に、毎日楽しく過ごせて嬉しく思っています。
日々の作業所での生活は、手先の使い方が下手で、できる動きが少ない中、できる　　作業を増やしていくために手を使う練習をしながら、シュレッダーのハンドル回し、裂き布を裂く作業、裂き布織り機で織る作業、エコはたきを作るためのストッキングを伸ばす作業、下請けの作業の手伝いなど、一人ではできませんが、職員さんやボランティアさんに補助していただきながらやっています。

作業以外にも、歩くことの現状維持のために、歩行訓練を毎日の日課にしていただいています。週５日、体調を崩すこともなく、２年間１日も休まず元気にわくわくわーくに通っています。

Ｆ．Ｈさん（Ｆ．Ｍくんのお母さん）

　Ｍが生まれ　難聴通園施設　Ｍ園に4年通い　Ｇ聾学校　小・中・高に12年間通い　現在　知的障害通所更生施設　デイケアセンターＡの家に通っています。

　今なお課題もあり現在進行形で続いています。

　Ｍと私は　Ｍ園の園長先生、先生方に出会えたことで　障害を持つ子どもを　育てていくのに　どうしたらよいかを　教えていただき、学び、勉強させていただき自信というか母として育てていただいたように思います。

　聾学校、小・中・高では担任の先生をはじめたくさんの先生にお世話になり、同級生のみんなにも本当にたすけてもらい　12年間過ごしました。

　卒業という大きな生活の変化は　Ｍにも私にも大きな変化でした。

　学校生活が恵まれ、幸せだったこと、つくづく、しみじみ感じましたし思いました。

　卒業して1年は　背負う物も多く、辛かったです。2年経ち、社会人として生活も　　　落ち着いたかなぁ、というのが今の気持ちです。

　課題はありますが、笑顔で過ごせれば。Ｍと楽しく過ごしていきたいと思います。

　8月のつどいを岐阜で行います。

先生方にご協力をいただき進めています。養老山脈を西に、時間を忘れるような田舎で行います。Ｍと待っていますので、是非きてくださいね。待っています。

Ｋ．Ｎくん、IBSA世界柔道ジュニア大会参加決定！
広島のＫさんから、息子のＮくんが視覚障害者の世界柔道ジュニア大会に参加されるとのことで、下記の記事を送っていただきました。みんなで応援しましょう！
 一応、世界大会についての要項も記しておきます。

ＩＢＳＡ世界柔道ジュニア大会

開催地：ハンガリー　　デブレッツェン

派遣日：平成２１年７月１日～１１日

「Ｋ．Ｎです。平成２１年２月２７日に、Ｍ。Ｋコーチが亡くなってしまいました。これまで先生が教えてくださったように、自分に厳しくしていきます。Ｍ先生のためにも、優勝できるように頑張ります。亡くなったＭ先生が目標とされていたパラリンピックを目指すためにも、世界大会で優勝して帰りたいと思います。僕はがんばってくるので、皆さんも応援してください。」

「Ｋママです。先日のＭＬで打ち込みましたように、Ｍ先生は　Ｎの柔道に対する思いを一番理解していただいていました。またその懸命さは、言葉に表せないほどでした。本当に、厳しく熱く温かく、情のある先生でした。突然の他界で、親子ともども消沈していますが、先生の夢でもあった世界の大きな舞台に立たせてこようと思っています。結果はどうであれ、皆さんの何か力になるようなものを、持ち帰ってくれたら・・・と思っています。」 

東京友の会の　「盲ろう支援センター」開設！
すごいですね！詳細はこんな感じときいています：　

　５月の下旬に台東区に『東京都　盲ろう者支援センター』（センターといっても大きめの部屋が１部屋あるだけですが）が開所されます。
このセンターでは訓練事業（コミュニケーション、生活、歩行訓練）総合的　相談事業（当事者、家族、関係機関等）、社会参加促進事業（交流会、サークル等の計画）専門的人材育成事業等が行われます。派遣事業はセンターの事業ではありませんがセンター内でコーディネートや事務処理をします。

これが全国に広がるといいなぁと思います。詳細はまた追って掲載します。

奈良盲ろう者友の会「やまとの輪」設立記念大会のこと　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｏ．Ｍ　

　ぼくは2月22日、奈良盲ろう者友の会「やまとの輪」の記念設立大会にふうわの代表で参加しました。

　ぼくはＴさんと一緒にお弁当を食べたけれど、緊張していたからおかずを食べられないでご飯だけ食べました。　

式の間、ぼくとＴさんは舞台の上で座っていました。来賓で誰が座っているか教えてもらいました。２５０人ぐらい会場に座っていました。来賓の名前の紹介があり、名前を呼ばれたときドキドキしたけれど、上手く礼をすることが出来ました。式の後、福島智さんの講演会がありました。ぼくはブリスタで通訳をしてもらいました。後半の内容が難しかったです。　
　講演会が終わってすぐにホテルにパーティのリハーサルをするために行きました。　僕は金色の蝶ネクタイをつけて、大仏の被り物をかぶって鏡割りをする役でした。
鏡割りをすると中から鹿の格好をしたKさんが出てきます。本番も上手に出来ました。おなかがペコペコだったので、ご馳走を一杯たべました。おいしかったです。

　これからも友の会のみんなと一緒に色々な行事に参加したいとおもいます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（原文　点字）
Ｎの世界をひろげたい　

今年4月にＫ盲学校の中学2年生になったＳ．Ｎ（のんたん）の父です。

小生はＮが小学校の頃から、雨でも降らない限り休日はほぼ毎週どこかに連れて　行っているのですが、さすがに男の子は自然に乗り物が好きになるようです。

全盲難聴のＮではありますが、自分が興味のあるものは、本当に集中して聴きとろうという態度がありありとしています。最初は、バスのブレーキやクラクションの音、　　救急車やパトカーのサイレンの音、ドアフォンの音等、いわゆる「物音」にばかりが気になっていたのですが、何度も何度もバスや電車に乗り、駅毎に違うチャイムの音をきいているうちに、いつしか駅毎に名前があることに気づき、電車が止まるたびに「次は（何駅）？」ときいてくるようになりました。おかげで、最近は最寄りの駅から、デパートのある浅草駅や蒲田駅までの行き帰りのルート全部の名前を覚え、家の中でも駅名を楽しそうに言うようになりました。京成線、山手線、ゆりかもめ、日暮里舎人ライナー、臨海高速鉄道、東急池上線の駅は全部覚えてしまいました。それがまた次に新しい路線の電車に乗るときには、また新しい駅名を覚える楽しみにつながっていくようです。
盲学校で点字を覚える際にも、電車の駅名を利用することで、点字を読む楽しさをみつけてくれれば、そこから駅名以外のことにも興味が広がるようにならないか？！と、担任の先生と協力しているところです。点字を読むことに興味が出てくれば、更にＮの世界も広がるはずで、そうなればいいなあ．．．と思っているところです。

Ｎを見ていると、「興味があること」というのが、人間の活動にどれぐらい大切なことなのか！ということをあらためて知らされる思いです。ふうわのお友達はみんなそれぞれ障害の程度や障害の内容は異なるものの、それぞれの子供たちがそれぞれに興味を引かれることがきっとあると思うので、それを一緒に見つけて、一緒に楽しんであげられると、何か素敵な反応が返ってくるのではないか？！と思います。だから、最初は　　わかってもわからなくても、是非いろんな経験をさせてあげてください。

Ｎは、音楽にもあいかわらず興味があるのですが、ここ数ヶ月はなぜかグノーのアベマリアにはまり切っていて、YOU　TUBEでいろんなバージョンのアベマリアを次から次へと聴いています。演奏も、ギター、ハーモニカ、ピアノ、ハープ、サキソフォン、フルート、オルガン、リコーダーをそれぞれ単独で演奏しているもの、合奏しているもの（韓国人のお父さんのピアノとその娘さんがフルートを合奏している素敵なのもありました）、女性歌手（プロの歌手に加えて、学校の演奏会で歌っているのもあって、なかなかよろしいです！）、男性歌手の歌、女性合唱団、少年合唱団等（プロからアマチュアまでいろいろ）、実に様々なバージョンがあって、全部無料できけるので大いに利用しています。

Ｎ自身も、アベマリアをキーボードで演奏するようになったのですが、演奏するたびに「おとーさん！一緒に！」といわれ、毎回Ｎの演奏に合わせてアベマリアを歌わされる毎日です。

これからも、Ｎをいろんなところに連れて行って、いろんな経験をさせて、Ｎの世界を広げるのを助けてやりたいと思っています。

インターネットの記事から　

盲ろう者の団体ではありませんが、こんなに素敵な障害者の団体もあるんだなあ！と　感心してしまいました（以下は、5月3日15時54分配信 時事通信　の記事より）

障害者のうどん、世界品質に＝モンドセレクションで金賞－大阪　
障害者に働く場を提供する通所授産施設「あすなろ」（大阪府豊中市）で作るうどん「あすなろ麺（めん）」が、世界的な総合食品コンテスト「モンドセレクション」（本部ベルギー）のシリアル部門で、2008年度の金賞を受賞した。同施設の職員らは「もっと売り上げを伸ばして、障害者を経済的に補助したい」と期待している。


　「あすなろ麺」は、03年の施設開設当初から作られてきた名物商品。無添加の素材を使用し、練り、裁断、乾燥などの工程を障害者らがすべてこなす。
　1パック3食入りで400円。原材料費を差し引いた全収益が障害者らの工賃となる。同施設で働く障害者の工賃は月平均で1万6000円だが、「あすなろ麺」は、お中元やお歳暮の季節には月2000パックを売ることもある人気ぶりで、工賃が月3万円を越すこともあるという。


　「知名度や商品価値が上がれば、もっと売れるはず」。職員らの願いは、理事長の「コンテストに出してみたら」の一言で世界に羽ばたいた。欧州ではなじみの薄いうどんだが、調理バリエーションが豊かで無添加であること、何より障害者の自立支援という側面があることをアピールし、見事金賞を受賞した。


　迎和明施設長は、「『障害者だから』という垣根をなくしたい。受賞をきっかけに、高品質のものを作れると一般の人に認知してもらい、偏見や差別を少しでも払しょくできれば」と、受賞の意義を話す。今後はインターネットによる受注や、近隣のスーパーでの店頭販売なども予定しており、販路を拡大する方針だ。

ふうわ応援セットへの協力お願いしま～す！

昨年9月よりスタートした「ふうわ応援セット」、もうお試し頂けましたでしょうか。

17号の会報でご案内したところ、何人かの方からご注文をいただきました。ご協力　いただき、ありがとうございました。

ふうわ応援セットの売り上げの一部は、ふうわに還元されます。おかげさまで、今年４月までにふうわがいただいた収益の合計は、104,264円になりました。

夏のつどいで、子どもたちに楽しい3日間をプレゼントするために、資金が多ければ多いほど助かります。今後とも、ぜひ、皆様のご協力をお願いいたします。

「ふうわ応援セット」は、八幡浜ちゃんぽん（麺・スープ）6食入りで、2500円です。

消費税・送料込みで、全国にクール便発送いたします。（北海道向けのみ、すみませんが、送料を別途200円頂戴いたします。）

ギフトに、ご自宅用に、ぜひ、ご利用ください。

まとめて２セット以上購入していただいた場合は、割安になります。

詳しくは下記をご覧ください。

http://homepage2.nifty.com/liming/Fuwa/Flyerab080829.pdf
ご注文やお問い合わせは、以下にご連絡ください。

柴垣　美代

ファックス：　03-3603-5168

Eメール：　　limings@nifty.com
◆おしゃべりコーナーに原稿をお寄せください！◆
このコーナーでは、ザックバランに子どもの自慢、学校のこと、仕事のこと、お徳情報(レジャー、お勧めスポット、暮らしなど何でも)などの原稿をお寄せいただきたいと思います。正会員、賛助会員どなたでも。原稿は、下記連絡先へお願い致します。

＜話題＞

昨年の11月の中四国盲ろう者大会で、弱視ろう者であるＡさんが見事にドラムの演奏をされたそうですが、そのＡさんのドラム演奏とインタビューを下記のアドレスにアクセスすると見ることができます。Ａさんは、将来、プロドラマーになる目標を立てて練習に励んでおられるとのことです。素晴らしいですね！

http://video.nifty.com/cs/catalog/video_metadata/catalog_081225154907_1.htm
ご寄付のお礼
２００９年４月までに１名の方からご寄付を頂きました。

ここにご報告させていただきますと共に、心よりお礼申し上げます。

正会員　≪新規加入者≫  ２家族（子どもの名前を記載）
（２００９年１月～２００９年４月）


２００９年度会費納入のお願い
今年度中は、皆様のご支援・ご協力をいただきまして有難うございました。

同封いたしました振替用紙にて2009年度（６月～翌年５月）の会費納入をよろしく

お願いいたします。納入と同時に会員継続となります。

なお、会報を点字版、拡大版で希望される方、または会報送付を希望されない方は、

その旨振替用紙にご記入ください。
賛助会員は随時募集しています。お知り合いの方をお誘いいただきたくお願い申し上

げます。
＜お知らせ＞

　昨年の定期総会において、2009年度からの正会員年会費が2,000円から3,000円に

改定されました。お間違えのないようお願いいたします。

　　　　　 正会員(盲ろうの子とその家族)年会費　　　　3,000円

個人賛助会員年会費　１口1,000円（口数は問いません）

団体賛助会員年会費　１口5,000円（口数は問いません）

ゆうちょ銀行以外の金融機関からお振込みの場合は、下記「店名・口座番号」です。


お願い
　ご住所が変わられる場合は、お手数ですが、事務局または下記メールアドレスまで、ご連絡をお願い致します。

【編集後記】
みなさまからお送りいただいた原稿をＧＷ期間中に何とか纏めました。あわただしい毎日ではありますが、明るく！楽しく！前向きに！元気出して行きましょう！

お忙しい中、原稿をお送りいただきました皆様！ご協力ありがとうございました！

問合せ・連絡先

メールアドレス　　fuwa_wawa@yahoo.co.jp 
ホームページ　http://fuwa.s151.xrea.com/index.html
銀行名　　　　ゆうちょ銀行


店番　　　　　 ０１９


店名（カナ）　 ○一九店（ゼロイチキュウ店）


預金種目　　　当座


口座番号　　　0629057


受取人名　　　フウワ



































郵便振替口座　　00110－9－　629057　　　　　


加入者名　　　　　ふうわ　　　　　　　　　　　　








２００８年度会員数（200９年４月３０日現在）


正会員　　　　　　　　　　　　　：　８１家族


賛助会員　　　　　　　　　　　　　：　２１５名


賛助団体会員　　　　　　　　　　：　　５団体
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